
2004/04/15 
大学院情報学環・学際情報学府 

２００４年度夏学期「ネットワーク経済論Ｉ」 
大学院情報学環助教授 田中 秀幸 

Syllabus v.1 
●授業の狙い 
 この授業では、ネットワーク化する経済活動が直面する諸問題を取り上げる。特に経済

活動がネットワーク化することで、企業や政府などの従来の組織の境界が変容しつつある

点に着目し、関係する諸問題を経済学又は経営学の学問領域を中心に論じていく。 
本授業を通じて、ネットワーク化する経済活動を分析する際に求められる、学問的枠組

みを参加者が自覚し、身につけられるようにしたい。 
 
●進め方 
 今期の授業は、５つのパートから構成される。受講者はそれぞれのパートに応じた文献

を分担して報告する。また、各報告に基づいた議論に積極的に参加することが求められる。 
 ５つのパートは次のとおりである。第一に、組織の境界についての基本的認識を共有す

るきっかけとして、アロー[1976]を取り上げる。第二に、情報通信技術の浸透と相互作用す
る形で変容する経営組織について、プロセス・エンタープライズの議論を取り上げる。第

三に、先端技術産業を中心としたイノベーションと組織の関係について論じる。第四に、

組織の境界を越えて情報共有を進める時に直面する情報セキュリティの問題について、経

済学的なアプローチを取り上げる。第五に、e-Gov（電子政府、電子自治体）のテーマとし
て、政府と市民、企業との関係について議論する。 
 
●成績 
 文献報告と平常点による。 
 
●オフィス・アワー 
 原則として、毎週火曜日１４：３０～１５：３０、水曜日１６：１５～１７：１５。 
 ただし、事前に予約を入れる必要がある。（予約方法については別途） 
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●授業スケジュール 
 
４月１４日 イントロダクション 
４月２１日 アロー[1976] 第１章・第２章 
４月２８日 アロー[1976] 第３章・第４章 
５月１２日 プロセス・エンタープライズ（１） 
 Prahalad and Hamel [1990] 
 Hammer [1990] 
５月１９日 プロセス・エンタープライズ（２） 
 Davenport [1998] 
 Hammer [2001] 
５月２６日 休講 
６月２日 イノベーションと組織（１） 
 Teece [1992] 
６月９日 イノベーションと組織（２） 
 楠木＝チェスブロー [2001] 
 Chesbrough and Teece [1996] 
 青島＝武石 [2001] 
６月１６日 情報セキュリティの経済学的アプローチ（１） 
 Anderson [2001] 
６月２３日 情報セキュリティの経済学的アプローチ（２） 
 TBA 
６月３０日 e-Gov. （１） 
 Fountain [2001] Chap 5 , Chap 6 
７月７日 e-Gov （２） 
 Layne and Lee [2001]  
 Chen and Gant [2001]  
７月１４日 e-Gov （３） 
 Jaeger and Thompson [2003] 
７月２１日 まとめ 
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